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コ
ロ
ナ
・
環
境
対
策
に
注
力

第６期基本計画の概要（骨子案から）

◎イノベーション力の強化による社会変革の断行

•だけじや化の徹底
•いーボれつューちもやの実現
•安全・安心で強靱な社会の構築
•社会課題の解決に向けた研究開発の推進と社会実装力

の向上
•イでベーぐョれ・エがぐげたムの強化
•げマーちぐたィーの展開

◎知ののロンたィアを開拓しイノベーションの源泉とな
る研究力の強化

•研究ぐげたムのＤＸ
•多様で卓越した研究を生み出すための環境の再構築
•大学の伝能と経営力の強化

◎未来を見据えた教育떵人材育成シスたムと資金循環環境

•探求力・学び続ける姿勢を強化する教育・人材育員ぐ
げたムの構築

•知の創出と価値の創出のための資金循環環境の整備

◎エビデンスに基づいた政策立案と迅速な政策の修正

•エビだれげに基づいた政策立案
•迅速な政策の修正

総合科学技術떵イでベーぐョれ会議基本計画専門調査会の資料を基に作員

変革期迎える

４
月
に
始
動
　

次
期
基
本
計
画
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ＤＸ・脱炭素　産業界に影響大

■　ＷＥＩＶＲＥＴＮＩ

科学技術振興機構　のェロー 　原田　裕明氏

　 年４月から５年間の科学技術政策を展望

する「第６期科学技術・イでベーぐョれ基本計

画」が始。る。超げマーち社会「ソサエたィー

놊」の実現化に向け、人文・社会科学を含め

た「総合知」や科学的証拠から技術革新力と研

究力の強化、人材育員や環境整備を進める。新

型がロナウイやげ感染症拡大の影響で一変した

生活や社会を再構築し、国民の安心・安全の確

保と人類の幸福が実現された社会を目指す。

（威田真美子）
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情報通信研究機構を視察し、多言語翻訳技術を体験する菅首相㊧と武田良太総務相（代表撮影）
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